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最 の話題：介 保
現在、介 保 制度をご利用の方は大勢いらっしゃいますが、
どのような制度かよくご存知ない方もおられるかと思います。
そこで今回は介 保 制度について概説致します。日本では
齢化が急速に進んでおり、寝たきりや痴呆の 齢の方が増加し
ています。以前はこのような方の介 は家族が行うものとされ
ていました。また社会的入院といって病院に 期間入院されている場合もありま
した。しかし家庭での介 は家族の負担が極めて重く、また 期間の入院も医療
としては不適切であるため、社会全体で介 を行おうという目的で平成１２年に
介 保 制度が創 されました。介 保 では４０歳以上の方が保 料を納め、
６５歳以上の方、あるいは４０歳以上で特定の病気のために介 を必要とする方
がサービスを受けることができます。サービスを受けるためにはまず市役所など
の介 保 に申請をする必要があります。申請受付後、 査員による詳細な実
地 査が行われ介 の必要性を べます。またかかりつけ医より介 に関しての
意見書が提出されます。この２つを基にして全く介 を必要としない元気な場合
である自立から寝たきりで自分では全く何もできない要介 ５まで７段階の判定
をします。介 保 では１割の負担でサービスを受けることができますが、介
度に応じて限度額が決まっています。介 度が決まった後はケアマネージャーに
連絡します。ケアマネージャーは介 の専 家でデイサービスセンターなどにい
て各自の必要とする介 （デイサービス・訪問看 ・ヘルパーなど）を限度額内
で組み合わせて実際のプランを作成します。介 の認定は半年から１年毎に見直
され、その時点で再度プランを作成することになります。宝塚では現在１年間に
８０００件以上の介 保 の新 申請・再審査が行われており、年々増加しつつ
あります。私（合田潔）も宝塚市介 保 認定審査委員会委員として月に一度市
役所に赴き皆様の介 度を判定しています。介 保 は実施されてから日が浅く
財源不 など多くの問題をかかえており、分かりにくい制度です。これからもど
んどん制度が変更されていくものと思われます。介 保 に関してご 問や疑問
がおありの方は私（合田潔）にお気軽にお尋ね下さい。

病気の知 ：外科編：⑥ 胆嚢癌
胆嚢は肝臓の下面に存在する袋状の内臓です。肝臓で造られ
た胆汁という消化液を濃縮する働きをしています。胆嚢にで
きる癌が胆嚢癌ですが、６０歳以上の女性に多いと われて
います。胆嚢癌は早期には症状が無く、殆どが進行してから
見つかります。進行すると 疸や腹痛が生じますが、この時
点では治療は困難です。手術が可能であれば助かる可能性が
ありますが、大手術となります。胆嚢癌は胆石に合併することが多く、特に 齢
の女性で胆石のある方は定期的に検査をして胆嚢癌の有無を べて下さい。

肝臓

胆嚢⇒



尿道

恥

膀胱 精索

精のう腺

直腸

肛

前立腺
精巣

医院よりのお知らせ
①平成１６年度宝塚市民検診のお知らせ
　本年４月より平成１６年度の宝塚市民検診が始まりました。
　当院では 液検査・尿検査・心 図などの基本検診、レント
　ゲンによる肺癌検診、検便による大腸癌検診、診察による乳
　癌検診を行っております。国民健康保 に加入している方な
　どには市より健康センターでの検診の案内が来ますが当院で
　は宝塚市より委託されて健康センターで受けるのと全く同じ
　検診を行っています。小浜の健康センターまで出向いて行く
　のは大変ですからぜひ当院でお受け下さい。宝塚市民検診は国民健康保 に加
　入している方、または７０歳以上の方でしたら でも無料で受けることができ
　ますし、また普段は健康保 の 則でなかなかできないような検査もできます
　ので年に一度検診を受けて自分でも気付いていない病気を早く見つけるように
　しましょう。
②前立腺癌検診開始のお知らせ
　平成１６年度より市民検診に前立腺癌検診が加わりま
　した。前立腺癌では 液中にＰＳＡと呼ばれる物 が
　増えますが、前立腺癌検診では 液検査でＰＳＡを測
　定します。この検査は大変に有用で症状のない段階の
　前立腺癌の方を見つけることができ、多くの命が救わ
　れています。費用は１０００円かかりますがそれだけ
　の価値のある検査です。当院でも実施していますので
　特に 齢の男性の方はぜひ受けるようにして下さい。
③宝塚市医師会創立５０周年記念講演会（再掲載）
　宝塚市医師会は宝塚市の 生と共に昭和２９年に創立致しましたが、本年は創
　立５０周年にあたります。そこで現在記念講演会を 画しております。本年９
　月１８日（土）に宝塚ホテルで 寿の研究の第一人者でカスピ海ヨーグルトを
　日本に紹介された家森幸男京 大学名誉教授をお招きして市民の皆様にお話を
　していただきます。 品と 寿の関係など興味深いお話ですのでぜひともご参
　加お い致します。

薬の知 ：③ 抗真菌剤
真菌は普通の細菌とは構造の異なる菌です。皮膚糸状菌・カンジダ・アスペルギ
ルス・クリプトコッカスなどの種 がありますが、通常はあまり問題になること
はありません。しかし手術後やＡＩＤＳなど体の抵抗力が弱るような場合には真
菌による感染が こり易く、肺炎などを こし 常に重篤になることもあり得ま
す。真菌による感染で最も一般的なものは水虫です。水虫は白癬症とも います
が、健常な人でも皮膚表面には真菌が感染することがあり、水虫となります。ま
た爪に感染して分厚く濁った爪になる爪白癬症もよく見られます。当院では真菌
のうち水虫に対しての外用薬としてクリーム製剤（アトラント・ラミシール）や
液体製剤（アトラント）を用いています。但し爪白癬症ではこのような外用薬で
は効果が低く、内服薬（グリセチンＶ）が必要となります。爪白癬症では患 に
薬が浸透するのに時間がかかり６ケ月以上薬を み続けなければなりません。家
族の人などに感染することがよくありますので爪白癬症も治療しましょう。
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